
 

 

 

 

貸   借   対   照   表 

（令和２年３月３１日現在） 

   （単位：千円） 

資     産     の     部 負   債   の   部 

科    目 金  額 科    目 金  額 

流 動 資 産 3,017,172 流 動 負 債 1,661,402 

 現金及び預金 1,765,346  買掛金 276,387 

 受取手形 84,139  短期借入金 320,196 

 売掛金 1,087,709  未払金 43,054 

 商品 244  未払費用 456,114 

 貯蔵品 33,425  未払法人税等 76,990 

 前払費用 29,100  未払消費税等 170,764 

 未収入金 21,053  前受金 33,434 

 その他 3,104  預り金 69,488 

 貸倒引当金 △6,952  賞与引当金 211,174 

固 定 資 産 1,641,236  その他 3,798 

 有形固定資産 634,933 固 定 負 債 477,607 

  建 物 150,461  長期借入金 168,383 

    構築物 0  退職給付引当金 259,799 

  車輌運搬具 0   長期未払金 49,425 

  工具器具備品 15,867   

  土 地 468,604 負債合計 2,139,010 

 無形固定資産 29,032 純  資  産  の  部 

    ソフトウェア 18,305 株主資本 2,519,398 

  その他 10,727 資 本 金 100,000 

 投資その他の資産 977,270 資本剰余金 882,025 

  投資有価証券 217,424   資本準備金 882,025 

  関係会社株式 374,677 利益剰余金 1,537,373 

  出資金 3,654   利益準備金 44,560 

  関係会社出資金 10,329   その他利益剰余金 1,492,813 

  破産更生債権等 145    別途積立金 650,000 

  長期前払費用 52,515      繰越利益剰余金 842,813 

  繰延税金資産 183,652   

  差入保証金 98,967   

  保険積立金 34,397   

  その他 1,650   

  貸倒引当金 △145 純資産合計 2,519,398 

資産合計 4,658,408 負債・純資産合計 4,658,408 



 

 

個別注記表 

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記 

（1） 資産の評価基準及び評価方法 

① 子会社及び関連会社株式       移動平均法による原価法 

② その他有価証券 

・時価のあるもの            事業年度の末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額金    

は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法

により算定） 

・時価のないもの 移動平均法による原価法 

③ たな卸資産の評価基準及び評価方法 

・商品、原材料及び貯蔵品   最終仕入原価法 

（2） 固定資産の減価償却の方法 

① 有形固定資産             定率法によっております。ただし、平成 10年 4月 1日以降 

に取得した建物（附属設備は除く）及び平成 28年 4月 1日 

以降に取得した建物附属設備については、定額法によって  

おります。 

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。 

建物及び構築物     10年～47年 

機械装置及び運搬具    3年～15年 

工具器具備品       4年～ 6年 

② 無形固定資産 

・自社利用のソフトウェア       社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法によって

おります。 

・その他の無形固定資産        定額法によっております。 

 

（3） 引当金の計上基準 

① 貸 倒 引 当 金           債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績

率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収

可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。 

② 賞 与 引 当 金           従業員の賞与の支給に備えるため、賞与支給見込額のうち当

事業年度に負担すべき額を計上しております。 

③ 退職給付引当金           従業員の退職給付に備えるため、当事業年度の末日における

退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上しており

ます。 

なお、数理計算上の差異はその発生時の翌事業年度に全額費

用処理することとしております。 

 



 

 

 

（4） リース取引の処理方法 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。 

なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成 26年 3月 31日以前

のものについては、引き続き賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。 

 

（5） その他計算書類を作成するための基本となる事項 

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。 

 

 

（当期純損益金額）  

 当期純利益 180,701 千円 

 


